
業種：保険業 約7,600人

令和２年度モデル企業

アクサ生命保険株式会社 認定年度：平成29年度、令和２年度～令和３年度

【実践部門】
●社内「ウォーキングイベント」の開催
●当社従業員による各種運動コンテンツの提供
●トップリーグコーチによる運動コンテンツの提供
●エクササイズ動画配信アプリ「運動機会増進アプリ」
の開発 など

【支援部門】
●ウォーキングイベントを通じたチャリティー活動
●パラアスリートの雇用と活躍支援
●試合運営をサポートするボランティアスタッフの派遣
●アクサ地域リーダープログラムwithブラサカ
●ブラインドサッカー「スポ育」出張授業プログラム
●運動促進コンテンツ提供

など

企業情報はこちら

MEMO

令和３年度の取組内容

※モデル企業の画像は、「事例集」発行年度当時のものです。
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◆取組を始めたきっかけ

◆運用上の特徴や工夫

◆効果やメリット

●2018年に従業員の生活習慣や行動変容の状況を把握し課題を特定するために「健康習慣アンケー

ト」を実施しました。そこから特定された課題のひとつが「運動不足」であり、同年制定したアクサ・ウェルネス・

プログラムの4つの柱の一つとして位置づけ、取り組みを開始しました。

●取り組み当初は本社などを会場にし、スポーツジムインストラクターを招い

てストレッチや軽運動を中心に実施をしていました。コロナ禍で対面での実施

が困難になりましたが、オンラインでのライブ配信や、動画提供に形を変えて

対応しました。現在はパラアスリート社員によるストレッチ・ラジオ体操など、ラ

イブ配信を定期的に開催、いつでも視聴可能な録画版の提供や資料を作

成することで、限定した対応から全従業員へアプローチすることが可能となり

ました。

【運動習慣の変化】

毎年実施している「健康習慣アンケート」の結果から「運動」についての従業員の行動変容を確認
しています。その結果、「運動」のカテゴリーにて、行動変容の「維持期」「行動期」*の合計が
2018年開始時の36%から2022年の結果では57%となり、20ポイントほど改善が見られました。

【アクサ・ウェルネス・プログラム 4本の柱】

また、健康管理アプリを活用してウォーキングイベントを開催、個人やチーム

で歩数を競いあい、優秀者には商品やポイントを付与することで従業員の

参加を促進、行動変容を目指しています。

*行動期：6か月以内に運動づくりを始めている
維持期：6か月以上前から健康づくりを始めている

また、2021年に実施した「ウォーキングキャンペーン」実施後のアンケートでは回答者の70%がイ
ベントをきっかけに「歩くことが習慣化できた」と回答、また99%の社員がイベントの継続実施を希
望しました。

少しずつではありますが、従業員の意識、習慣化に変化が見られています。
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